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一
　
人
形
茶
屋

安
房
北
條
の
海
岸
に
、
家
を
擧
つ
て
寓
居
す
る
こ
と
凡
そ
一
箇
月
。
那
古
に
遊

び
、
船
形
に
遊
び
、
洲
崎
に
遊
び
、
鷹
ノ
島
に
遊
び
、
沖
ノ
島
に
遊
び
、
手
ぐ

り
網
の
船
を
さ
へ
放
ち
て
、
菱
花
灣
上
、
到
る
處
に
我
が
遊
蹤
を
印
し
け
る
が
、

取
り
わ
け
て
一
つ
我
眼
に
と
ま
れ
る
も
の
あ
り
。
人
形
茶
屋
是
れ
也
。

　
柏
崎
の
海
岸
に
あ
り
て
、
鷹
ノ
島
と
相
對
し
、
四
阿
の
如
き
も
の
に
壁
を
付

け
た
る
が
、
屋
根
の
上
の
中
央
に
、
木
製
の
人
形
の
面
を
置
く
。
面
の
長
さ
二

尺
餘
り
、
眞
白
に
塗
り
、
髮
を
丁
字
髷
に
す
。
聞
く
、
こ
れ
主
人
自
か
ら
作
れ

る
も
の
な
り
。
茶
屋
も
亦
主
人
自
か
ら
工
夫
し
て
建
築
せ
る
所
に
係
る
。
こ
の

主
人
、
工
匠
を
好
み
、
細
工
道
具
を
手
に
し
て
居
り
さ
へ
す
れ
ば
、
終
日
厭
く

こ
と
を
知
ら
ず
。
爲
に
商
賣
の
さ
は
り
に
な
る
と
て
、
細
君
に
叱
ら
る
ゝ
こ
と

少
な
か
ら
ず
。
人
形
の
面
の
如
き
も
、
細
君
に
隱
し
て
、
こ
つ
そ
り
細
工
す
る

こ
と
二
年
に
し
て
出
來
上
り
た
る
も
の
な
り
と
か
や
。
技
の
巧
拙
は
問
は
ず
、

其
熱
心
と
根
氣
と
は
實
に
感
心
也
。
而
し
て
人
形
茶
屋
の
名
を
博
し
て
、
遊
客

の
注
意
を
惹
け
る
點
よ
り
見
る
も
、
決
し
て
細
君
の
叱
る
が
如
き
徒
勞
に
は
あ

ら
ず
。
殊
に
其
名
利
を
超
脱
し
て
細
工
に
優
遊
せ
る
は
、
今
の
世
の
藝
術
家
に

も
其
比
少
な
か
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
天
幕
の
一
夜

五
六
人
臥
す
る
に
足
る
だ
け
の
天
幕
を
持
ち
行
き
け
る
ま
ゝ
に
て
、
之
を
用
ゐ

た
る
こ
と
無
か
り
し
に
、
西
村
醉
夢
來
り
訪
ひ
、
氣
を
吐
い
て
曰
く
、
寶
の
持

腐
れ
と
い
ふ
こ
と
あ
る
が
、
天
幕
の
持
腐
れ
は
氣
の
利
か
ぬ
話
也
。
今
夜
之
を

張
ら
ず
や
と
。
我
等
顏
色
な
し
。
さ
ら
ば
と
て
、
直
ち
に
天
幕
を
濱
邊
に
張
れ

り
。
之
に
臥
し
た
る
は
醉
夢
と
余
と
甥
一
人
豚
兒
三
人
な
り
き
。
醉
夢
も
兵
士

と
し
て
出
征
せ
し
時
に
は
、
露
營
の
經
驗
も
あ
れ
ど
、
久
し
く
都
門
の
風
塵
に

生
活
せ
る
今
の
身
に
取
り
て
は
、
餘
り
に
急
激
の
變
化
也
。
翌
日
熱
少
し
出
で

て
、
頭
が
あ
が
ら
ざ
る
は
、
氣
の
毒
な
り
き
。
其
病
ひ
癒
え
た
る
か
と
思
へ
ば
、

小
兒
を
相
手
に
、
終
日
赤
條
々
と
な
り
て
砂
の
砲
臺
を
築
き
、
白
皙
の
背
中
、

爲
に
赤
く
な
り
、
ぴ
り
〳
〵
痛
み
出
し
け
る
が
、
終
に
背
中
よ
り
肩
、
兩
腕
へ

か
け
て
、
一
面
に
ぽ
つ
〳
〵
水
腫
を
生
ず
。
重
ね
／
″
＼
の
災
難
也
。
わ
れ
針

を
以
て
一
々
之
を
つ
ぶ
し
け
る
が
、
そ
れ
も
幸
に
し
て
一
夜
に
し
て
癒
え
た
り

き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
鯛
の
浦

い
よ
〳
〵
房
州
を
引
揚
ぐ
る
に
際
し
、
他
は
船
に
て
都
に
か
へ
し
、
醉
夢
と
余

と
長
男
の
三
人
は
、
安
房
の
東
海
岸
よ
り
上
總
へ
か
け
て
廻
り
路
し
て
歸
ら
む

と
て
、
北
條
よ
り
馬
車
に
乘
り
、
鴨
川
、
天
津
を
經
て
、
小
湊
に
達
し
、
先
づ

誕
生
寺
に
詣
づ
。
伽
藍
堂
々
、
山
に
據
り
、
海
に
俯
す
。
小
湊
は
實
に
日
蓮
誕

生
の
聖
地
也
。
こ
の
地
、
更
に
鯛
の
浦
の
奇
觀
あ
り
。
舟
を
雇
ふ
。
浪
高
し
。

大
丈
夫
か
と
問
へ
ば
、
舟
子
笑
つ
て
曰
く
、
大
丈
夫
な
れ
ば
こ
そ
舟
を
出
す
也
。

數
日
前
ま
で
は
、
凡
そ
一
週
間
に
亙
り
て
、
舟
を
出
さ
ざ
り
き
。
海
に
千
年
の

我
等
、
舟
が
覆
へ
り
て
も
命
に
別
條
は
無
け
れ
ど
、
客
の
身
が
大
事
也
。
死
ん

で
も
か
ま
は
ぬ
か
ら
舟
を
出
せ
と
い
ふ
客
も
あ
り
た
る
が
、
そ
の
客
は
、
自
業

自
得
、
死
ん
で
も
か
ま
は
ざ
る
か
も
知
れ
ざ
る
が
、
名
所
に
傷
が
付
き
て
、
我

等
の
商
賣
が
ば
つ
た
り
。
客
が
何
と
云
は
う
が
、
彼
と
云
は
う
が
、
如
何
ば
か

り
の
黄
金
を
ふ
り
ま
か
う
が
、
舟
を
出
す
べ
か
ら
ざ
る
時
に
は
、
出
し
申
さ
ず
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と
、
子
供
扱
ひ
に
せ
ら
れ
て
、
覺
え
ず
頭
を
掻
く
。

　
舟
子
三
人
に
て
、
や
つ
と
漕
ぐ
。
浪
の
う
ね
り
大
に
し
て
、
舟
は
木
葉
の
漂

ふ
が
如
し
。
危
礁
亂
立
、
怒
濤
澎
湃
の
間
、
舟
底
を
叩
き
、
鰺
數
尾
を
投
ず
れ

ば
、
出
た
り
や
出
た
り
、
數
尺
の
大
鯛
、
群
り
あ
ひ
て
溌
溂
と
し
て
食
を
爭
ふ
。

中
に
は
幾
ん
ど
全
身
を
波
上
に
露
は
せ
る
も
あ
り
。
長
男
素
早
く
寫
眞
に
と
り

た
る
は
好
か
り
し
が
、
後
、
陸
上
に
て
革
嚢
を
お
と
し
て
、
種
板
を
打
碎
き
し

は
、
い
づ
れ
波
の
縁
を
免
れ
ざ
り
し
に
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
山
上
の
病
氣

天
津
ま
で
引
返
し
て
、
清
澄
山
に
上
る
。
頂
上
の
見
ゆ
る
頃
は
、
既
に
夜
也
。

谷
の
彼
方
、
半
空
へ
か
け
て
、
翼
を
張
れ
る
が
如
き
峰
黒
く
、
燈
火
燦
爛
と
し

て
亂
點
す
。
仙
宮
に
上
り
た
ら
む
心
地
し
た
り
き
。
參
詣
は
明
日
に
し
て
、
門

前
の
旅
店
に
投
ず
。
明
治
二
十
三
年
、
曾
て
此
處
に
宿
せ
し
こ
と
あ
り
。
當
時

の
宿
泊
料
の
受
取
書
の
余
の
手
許
に
殘
れ
る
も
の
を
見
る
に
、
僅
々
二
十
錢
也
。

二
十
五
六
年
後
の
今
日
は
、
幾
ん
ど
そ
の
三
倍
也
。
こ
れ
で
も
、
差
が
ま
だ
少

な
し
。
常
時
奧
州
街
道
筋
に
て
は
、
普
通
十
二
錢
五
厘
せ
し
も
の
が
、
今
で
は

六
七
十
錢
也
。

　
翌
朝
清
澄
寺
に
詣
で
、
あ
ち
こ
ち
見
物
し
け
る
程
に
、
醉
夢
俄
に
腹
痛
を
催

し
て
、
歩
行
す
る
能
は
ず
。
宿
屋
に
引
返
す
。
醫
者
は
無
し
、
藥
は
な
し
。
こ

ん
に
や
く
を
温
め
て
、
醉
夢
の
腹
を
温
め
け
る
に
、
痛
み
や
ゝ
薄
ら
げ
る
樣
子

也
。
高
等
文
官
試
驗
の
準
備
の
爲
に
、
同
じ
宿
に
寓
し
て
勉
強
し
居
れ
る
新
學

士
、
傳
へ
聞
き
て
、
下
劑
を
呉
れ
、
計
ら
ず
も
便
宜
を
得
た
り
。
熱
を
檢
し
け

る
に
、
幾
ん
ど
之
な
き
や
う
な
る
に
、
益
〻
安
心
し
た
り
き
。
醉
夢
が
う
と
〳

〵
眠
れ
る
間
に
、
長
男
を
つ
れ
て
、
野
獸
園
を
訪
へ
り
。
十
數
頭
の
鹿
を
飼
ふ
。

茶
亭
に
就
い
て
、
手
を
叩
け
ば
、
あ
ち
こ
ち
よ
り
露
は
れ
來
た
る
。
菓
子
を
投

ず
れ
ば
、
優
者
獨
占
し
て
食
ふ
。
弱
者
恐
れ
て
近
づ
か
ず
。
近
づ
く
も
、
優
者

に
角
を
向
け
ら
れ
て
、
の
そ
〳
〵
退
却
す
る
も
あ
は
れ
也
。

　
再
宿
す
。
昨
夜
酒
を
求
め
し
に
、
品
切
れ
な
り
と
い
ふ
。
二
十
年
來
、
晩
酌

せ
ざ
る
日
と
て
は
無
き
身
に
取
り
て
は
、
大
い
に
物
足
ら
ぬ
心
地
し
た
り
き
。

今
宵
も
品
切
れ
也
。
友
は
病
む
。
我
も
亦
一
種
の
病
人
也
。

　
醉
夢
の
病
は
、
幸
に
も
一
夜
に
し
て
癒
え
た
り
。
新
學
士
に
送
ら
れ
て
、
清

澄
山
を
去
れ
り
。
安
房
第
一
の
大
刹
、
も
と
は
天
台
宗
、
今
は
眞
言
宗
な
る
が
、

日
蓮
の
學
び
し
處
、
又
其
日
蓮
が
朝
日
に
向
ひ
て
始
め
て
南
無
妙
法
蓮
華
經
を

唱
へ
出
し
た
る
處
と
て
、
日
蓮
宗
の
信
徒
の
參
詣
す
る
者
多
く
、
山
門
の
側
に

祖
師
堂
さ
へ
出
來
居
れ
り
。
農
科
大
學
の
植
林
も
盛
ん
に
し
て
、
樹
木
し
げ
り
、

峯
容
秀
拔
、
眺
望
も
よ
く
、
げ
に
房
州
第
一
の
靈
山
、
堂
前
老
杉
の
偉
大
な
る

こ
と
、
天
下
有
數
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
暴
風
雨
の
一
夜

天
津
よ
り
勝
浦
ま
で
馬
車
に
乘
る
。
小
湊
を
過
ぐ
れ
ば
、
『
お
せ
ん
轉
ば
し
』

の
險
あ
り
。
一
路
、
海
に
臨
め
る
懸
崖
の
中
腹
に
通
ず
。
馬
若
し
一
歩
を
誤
ら

ば
、
命
は
そ
れ
切
り
也
。
雨
い
た
り
、
風
さ
へ
強
き
に
、
一
層
心
細
く
感
じ
た

り
き
。

　
勝
浦
よ
り
汽
車
に
乘
り
、
大
東
に
下
り
、
大
東
岬
に
至
る
。
風
益
〻
甚
だ
し
。

雨
は
止
み
た
る
が
、
陰
雲
漠
々
、
九
十
九
里
の
濱
は
見
え
ざ
り
き
。
こ
の
大
東

の
濱
邊
に
筆
草
生
ふ
と
聞
き
つ
る
ま
ゝ
に
、
注
意
し
て
見
た
れ
ど
、
そ
れ
ら
し

く
思
は
る
ゝ
も
の
は
見
當
ら
ざ
り
き
。

　
大
東
に
引
返
し
、
汽
車
に
乘
り
、
一
ノ
宮
に
下
る
。
夜
既
に
八
時
を
過
ぎ
た
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り
。
海
水
浴
場
ま
で
船
を
雇
は
む
と
せ
し
に
、
波
高
け
れ
ば
と
て
、
船
を
出
さ

ず
。
闇
中
を
摸
索
し
つ
ゝ
徒
歩
し
て
、
漸
く
一
旅
館
に
投
ず
。
今
宵
は
酒
あ
り
。

さ
れ
ど
風
益
〻
甚
し
く
、
大
雨
加
は
り
、
松
林
叫
び
、
海
濤
咆
哮
し
、
戸
鳴
り
、

家
動
く
。
惡
魔
の
窟
に
入
り
た
ら
む
心
地
し
て
、
世
に
も
不
愉
快
な
る
一
夜
な

り
き
。

　
翌
朝
風
雨
な
ほ
止
ま
ず
、
雨
戸
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
陰
鬱
慘
凄
、
益
〻
以
て

惡
魔
の
窟
也
。
長
男
又
腹
痛
を
起
す
。
さ
れ
ど
醉
夢
ほ
ど
に
は
非
ず
。
穩
臥
靜

養
し
て
行
か
ず
や
と
云
へ
ば
、
宿
屋
よ
り
は
自
家
が
と
て
、
ま
だ
子
供
氣
の
家

が
戀
し
く
、
大
雨
を
衝
き
、
尻
に
帆
か
け
て
、
逃
ぐ
る
が
如
く
に
立
ち
出
づ
。

宮
川
の
海
に
入
る
處
、
川
に
小
船
を
浮
ぶ
べ
く
、
砂
丘
偉
大
に
し
て
松
林
も
偉

大
也
。
雨
と
風
と
な
く
ば
、
如
何
ば
か
り
心
ゆ
く
處
な
ら
む
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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